














博士後期課程 3 年 髙橋 佳史
問題と目的
一般的に，項目をどれだけ簡単に覚えることができるかというメタ記憶判断と実際の記憶成績は必ずしも一































実験には法政大学の日本人の学部生生 54 名が参加した。サンプルサイズは G * Power（Faul, Erdfelder, Lang, & 
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Buchner, 2007）による検出力分析で算出した（f ＝.25，検出力 1 – β ＝.95，両側検定 α ＝ .05）。検出力分析の
結果，1 群あたり 27 人の参加者数が必要であることが示された。抑うつ傾向高群と抑うつ傾向低群のカットオ
フ値は，抑うつの軽度の症状を示す最小値である 14 点とした Beck, Steer and Brown（1996）を参考にした。BDI-II
得点が 14 点以上の 27 名を抑うつ傾向高群（20.1±1.1 歳，女性 15 名，BDI-II 得点＝17.9±3.3），BDI-II 得点が
13 点未満の 27 名を抑うつ傾向低群（19.8±1.4 歳，女性 14 名，BDI-II 得点＝6.1±3.3）に割り付けた。年齢（t
(51) = 1.28, n.s.）と性別（𝜒𝜒2 (1) = 0.07, n.s.）に両群間に有意差はなく，BDI-II 得点に有意差があることを確認




抑うつ尺度 抑うつ測定尺度は，日本語版 BDI-II（小嶋・古川，2003）を用いた。BDI-II は Beck et al.（1996）
によって開発され，日本語第二版は小嶋・古川（2003）によって邦訳された。全 21 項目で最近の自分にあては
まるものを選択させる（e.g., 悲しみは感じない, 自分自身に失望している）。回答形式は一問につき重症度（e.g., 
0 点：悲しみは感じない，1 点：悲しいと感じる，2 点：いつも悲しくて，気分の切り替えが出来ない，3 点：
非常に悲しい，または不幸だと感じていて，耐えられない）に応じて 4 つの文章が提示されており，その中か
ら当てはまる文章を選択した。
刺激 刺激は単語を使用した。中性語と不快語は Affective norms for English words（Bradley & Lang, 1999）の
日本語版（本間, 2014）から漢字二字の名詞を 24 語ずつの合計 48 語使用した。練習試行を中性・不快単語そ
れぞれ 1 単語ずつ，フィラー課題を中性・不快単語それぞれ 2 単語ずつ使用した。したがって，使用単語の合
計は本試行（48 単語）と練習試行（2 単語），フィラー試行（4 単語）合わせて 54 単語であった。
実験機材
























効果（F（1, 52）= 0.02, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .00），単語の感情価の主効果（F（1, 52）= 2.76, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .05）はともに有意
ではなかった。さらに，抑うつ傾向と単語の感情価の有意な交互作用はみられなかった（F（1, 52）= 0.47, n.s.,





















変数 単語の感情価 抑うつ傾向高群 抑うつ傾向低群
不快 21.8 ( 10.4 ) 21.8 ( 12.3 )
中性 19.9 ( 11.2 ) 21.0 ( 17.7 )
不快 53.3 ( 11.0 ) 47.0 ( 11.3 )
中性 46.8 ( 11.9 ) 48.5 ( 11.8 )
不快 31.5 ( 16.7 ) 25.2 ( 16.4 )
中性 26.9 ( 12.7 ) 27.5 ( 18.8 )
不快 .41 ( .42 ) .52 ( .39 )












結果，抑うつ傾向の有意な主効果はみられなかったが（F（1, 52）= 0.58, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .01），単語の感情価の主効
果は有意であった（F（1, 52）= 5.53, p < .05, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .10）。一方で，抑うつ傾向と単語の感情価の有意な交互作用
がみられた（F（1, 52）= 14.20, p < .01, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .21）。単純主効果検定の結果，抑うつ傾向高群の単純主効果（F
（1, 26）= 14.58, p < .01, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .36）と不快語の単純主効果（F（1, 52 = 4.10, p < .05 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .73）が有意であった。
抑うつ傾向高群においては，中性語（M = 46.8, SD = 11.9）よりも不快語を（M = 53.3, SD = 11.0）より簡単に覚
えられると判断した（t (26) = 3.82, SE = 1.69, p < .01, d = 0.74）。不快語においては，抑うつ傾向低群（M = 47.0,
SD = 11.3）よりも，抑うつ傾向高群（M = 53.3, SD = 11.0）の方が簡単に覚えられると判断した（t (52) = 2.03, SE
= 3.10, p < .05, d = 1.05）。抑うつ傾向低群と中性語の単純主効果は有意ではなかった（それぞれ，F（1, 26）= 1.40,











ではなかった（それぞれ，F（1, 52）= 0.42, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .01，F（1, 52）= 1.25, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .02）。一方で抑うつ傾向
と単語の感情価の有意な交互作用がみられた（F（1, 52）= 10.72, p < .01, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .17）。単純主効果検定の結果，
抑うつ傾向高群の単純主効果が有意であった（F（1, 26）= 8.16, p < .01, 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .24）。抑うつ傾向高群においては，
中性語（M = 26.9, SD = 12.7）よりも不快語（M = 31.5, SD = 16.7）の方が，メタ記憶判断と想起の差分は大きか




快語，中性語の単純主効果は有意ではなかった（抑うつ傾向低群：F（1, 26）= 2.84, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .10，不快語：F













結果，抑うつ傾向の主効果（F（1, 52）= 1.37, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .03），単語の感情価の主効果（F（1, 52）= 0.58, n.s., 𝜂𝜂𝑝𝑝2 = .01）
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